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SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 秋田市川尻町大川反 233-5 
名 称 イシグロ株式会社 秋田営業所 
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は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ5 年 9 月 15 日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

☐社会 

☐環境 

BIM 活用の現場受注、

省力化 

 

ｱｿｰﾄ・ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ・省力

化提案営業 

2022年/0件⇒2030年/3件 

 

2022年/5件⇒2030年まで毎年

10件 

BIM は大都市中心に展開を

図っており､地方店にも拡

大していく予定 

 

加工品の PR による省力化

提案営業活動中 

8，9 

☐経済 

社会 

☐環境 

社内研修ｺﾝﾃﾝﾂ視聴 

 

DX 人材社内認定制度 

2022年/5件⇒2025年まで毎年

10件 

 

2022年/0件⇒2030年/5人 

商品勉強会やﾊﾗｽﾒﾝﾄ､下請

法等､多方面に渡る社内研

修ｺﾝﾃﾝﾂを視聴 

 

DX 人材社内認定制度によ

り､全員ﾋﾞｷﾞﾅｰ認定を取得 

4 

☐経済 

☐社会 

環境 

ＥＶ車導入 

 

クリーン電力導入 

ﾘｰｽ車両（営業車 3 台・ﾄﾗｯｸ

4 台）の置換対応 

2022 年/0 台⇒2030 年/3 台 

 

RE100 相当ｸﾘｰﾝ電力への切替 

ﾘｰｽ車両情勢により､現状車

両継続ﾘｰｽとし､置換見送り

中 

 

電力は LED 切替以降､現状

進展無し 

 

7，13 

 

イシグロはバルブ、パイプ、継手などの配管資機材の提供を中心に、SDGs（持続可能な開発目標）の趣旨に賛同し、

「人々の暮らしと産業の発展に貢献」すべく取り組みを行っています。また、社内の「働き方」や「環境配慮」について

も専門部署を設置し、サステナブル経営を推進しています。 

・自社開発商品（省力化・省人化商品）・ユニット商品の提案（廃棄物の抑制、設置時間の短縮）・企業内大学制度の導入

（eラーニングを中心に人財育成を実施）・健康経営（はたらくエール2021取得、健康経営優良法人認証） 

イシグロ株式会社 秋田営業所 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


